
福島県

＜平成30年3月＞



※県所管分：福島第一原子力発電所から30ｋｍ圏内は航空写真等により推定した概算被害額を
計上。市町村所管分：南相馬市の一部及び双葉8町村の概算被害額は含まれていない。

◆公共施設被害報告額 【平成24年3月23日現在】

福島県の被害状況① （地震・津波被害等）

地震・津波による被害状況

平成23年3月11日14:46に三陸沖を震源として発生した「平成23年 東北地方太平洋沖地震」は、マグ
ニチュード9.0を記録し、観測史上最大の地震でした。

最大震度７を記録した激しい揺れとともに、広い範囲で大津波が押し寄せました。

家屋被害の状況

公共土木施設被害報告額 約3,162億円

農林水産施設被害報告額 約2,453億円

文教施設被害報告額 約 379億円

公共施設被害報告総額 約5,994億円

全 壊 15,224棟

半 壊 80,803棟

【出典】福島県東日本大震災復旧・復興本部県土整備班

家屋被害の状況 （浪江町請戸地区）

甚大な
津波被害

内陸部も
大きな被害

家屋被害の状況 （福島市伏拝地内）

文教施設道 路農林水産施設海 岸

いわき市の海岸 八沢排水機場（相馬市） 県道白河羽鳥線 県立岩瀬農業高校（鏡石町）

◆被害棟数合計 【平成29年12月11日現在】
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◆震源地と県内各地の震度
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【参考】県の住宅二重ローン対策

◆被災された方々の住まいの
再建・確保を支援

新規
住宅ローン

既存
住宅ローン

二重ローン発生

住宅再建
建設・購入・補修

住宅再建が必要住家被害
（半壊以上）

※この事業は1年間延長となり、平成29年度も
実施いたします。

支援 ： 5年間分の利子相当額を補助

再建実現

◆人的被害【平成29年12月11日現在】

【死者：4,015人 (うち、震災関連死：2,186人※１)】【行方不明者：2人】
※1  震災関連死とは、地震などの直接的な被害によるものではなく、その後

の避難生活での体調悪化や過労など間接的な原因で死亡すること。

津波に襲われる四倉湾 重機を使い捜索活動を行う
警察職員 （相馬市）


データ



						全壊 ゼンカイ		半壊 ハンカイ		小計 ショウケイ

				会津地方 アイヅ チホウ		1,000		2,000		3,000

				中通り ナカドウ		5,184		36,596		41,780

				浜通り ハマ ドウ		10,016		44,045		54,061











表



全壊	24



会津地方	中通り	浜通り	1000	5184	10016	半壊	162



会津地方	中通り	浜通り	2000	36596	44045	







福島県の被害状況② （避難状況等）

避難者数は、平成24年5月の16万4,865人をピークに減少を続けており、平成29年11月時点では約5万
3千人の方々が避難を続けています。

平成29年3月から4月にかけて、川俣町・浪江町・飯舘村・富岡町の4町村の「居住制限区域」「避難指
示解除準備区域」が解除されるなど、避難指示解除の動きが進んでいます。

原子力災害に伴う避難指示区域等の状況

◆復興庁・県・市町村による住民意向調査の結果（帰還意向）

◆国道114号の自由通行化

平成29年9月20日、通行が制限されていた国道114号（浪江町津島から室原間の約
27km）が自由通行化されました。 福島市と浪江町を結ぶ主要幹線道路であり、緊急時
の避難路や救急搬送など、浪江町及び周辺市町村の住民の利便性向上や、復旧・復
興事業の加速化が期待されます。
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避難の状況
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・年間積算線量50ミリシーベルト超

・立ち入り原則禁止 ・宿泊禁止

・年間積算線量20～50ミリシーベルト

・立ち入り可、一部事業活動可 ・宿泊原則禁止

・年間積算線量20ミリシーベルト以下

・立ち入り可、事業活動可 ・宿泊原則禁止

帰還困難区域

避難指示解除
準備区域

居住制限区域

※避難指示が
解除された区域

◆避難指示区域ＭＡＰ

【参考】福島県の人口の推移

20km

◆避難者の推移

【出典】福島県災害対策本部「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」各月最終報

（単位：人） 県内避難者 県外避難者

【調査年度】H28年度（南相馬市、川俣町、楢葉町、富岡町、川内村、双葉町、浪江町、葛尾村、
飯舘村) H27年度（田村市、大熊町）

(※)すでに戻られている方含む

男性 女性

平成23年 3月 721,535 2,024,401 982,427 1,041,974

平成29年11月 746,202 1,880,480 930,471 950,009

増　減 24 ,667 ▲ 143 ,921 ▲ 51 ,956 ▲ 91 ,965

人　口世帯数
（単位：世帯） （単位：人）

【出典】福島県の推計人口（福島県現住人口調査月報）
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福島復興再生特別措置法の改正（H29.5）により、将来にわたって居住を制限するとさ
れてきた帰還困難区域内に、避難指示を解除し、居住を可能とすることを目指す「特定
復興再生拠点区域」を定めることができるようになりました。この特定復興再生拠点区
域を定めた「特定復興再生拠点区域復興再生計画」について、双葉町の計画が平成
29年9月15日に、大熊町の計画が11月10日に国の認定を受けました。これにより、区域
内の除染やインフラ整備等の帰還環境整備が集中的に実施されます。
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【出典】福島県こども・青少年政策課調べ

◆避難者のうち18歳未満のこどもの内訳（避難先別）
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18,054

日 時 市町村 解除の状況

2014.4.1 田村市
都路地区 避難指示解除準備区域解除

2014.10.1 川内村
避難指示解除準備区域解除
居住制限区域を避難指示解除準備区域に再編

2015. 9. 5 楢葉町 避難指示解除準備区域解除

2016. 6.12 葛尾村 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

2016. 6.14 川内村 避難指示解除準備区域解除

2016. 7.12 南相馬市 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

2017. 3.31 川俣町 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

2017. 3.31 浪江町 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

2017. 3.31 飯舘村 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

2017. 4. 1 富岡町 居住制限区域及び避難指示解除準備区域解除

◆避難指示区域解除の状況
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◆特定復興再生拠点区域復興再生計画の認定

双葉町特定復興再生

拠点区域 約560ha

大熊町特定復興再生
拠点区域 約860ha


最新グラフ



戻りたい	48.7(※)

50.8(※)

29.3(※)

63.7(※)　

43.4（※）



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	48.7	50.8	43.9	29.3	16	53	11.4	13.4	17.5	43.4	33.5	条件が整えば戻りたい	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	23.9	二地域居住	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	判断がつかない	11.0



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	36.5	13.9	13.6	19.8	25.4	11	17.3	22.9	28.2	21	19.7	戻らない	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	8.8000000000000007	25.9	31.1	25.2	57.6	12.6	63.5	62.3	52.6	28.3	30.8	無回答	1.1



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	6.1	9.3000000000000007	11.4	1.9	1	6.3	7.8	1.4	1.7	7.3	16	







データ

		資料編更新（2015.3.11） シリョウヘン コウシン

				戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断がつかない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		田村市 タムラシ		48.7						36.5		8.8		6.1				２０１５,１２,４		H27.10.2-		都路地区 ミヤコジ チク

		南相馬市 ミナミソウマ シ		50.8						13.9		25.9		9.3				２０１７．２．１４

		川俣町 カワマタマチ		43.9						13.6		31.1		11.4		100		２０１７．２．１４		H27.10.2-		山木屋地区 ヤマキ ヤ チク

		楢葉町 ナラハマチ		29.3		23.9				19.8		25.2		1.9		100.1		２０１７．３,　７

		富岡町 トミオカマチ		16.0						25.4		57.6		1.0		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-		100.0

		川内村 カワウチムラ		53.0						11		12.6		6.3				２０１７．２．１４

		大熊町 オオクママチ		11.4						17.3		63.5		7.8		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-

		双葉町 フタバマチ		13.4						22.9		62.3		1.4		100		２０１６．１１．２５

		浪江町 ナミエマチ		17.5						28.2		52.6		1.7		100		２０１６．１１．２５		H27.9.9-

		葛尾村 カツラオムラ		43.4						21.0		28.3		7.3		100		２０１７．２．１４

		飯舘村 イイタテ ムラ		33.5						19.7		30.8		16		100		２０１７．３,　７



																														                                            







H29.2.14

		資料編更新（2015.3.11） シリョウヘン コウシン

				いずれ戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断がつかない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		田村市 タムラシ		48.7						36.5		8.8		6.1				２０１５,１２,４		H27.10.2-		都路地区 ミヤコジ チク

		南相馬市 ミナミソウマ シ		61.0						13.9		15.7		9.3				２０１７．２．１４

		川俣町 カワマタマチ		43.9						13.6		31.1		11.4		100		２０１７．２．１４		H27.10.2-		山木屋地区 ヤマキ ヤ チク

		楢葉町 ナラハマチ		16.0		34.7				22.7		25.9		0.6		99.9		２０１６．３．４

		富岡町 トミオカマチ		16.0						25.4		57.6		1.0		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-		100.0

		川内村 カワウチムラ		46.0						22.2		25.4		6.3				２０１７．２．１４

		大熊町 オオクママチ		11.4						17.3		63.5		7.8		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-

		双葉町 フタバマチ		13.4						22.9		62.3		1.4		100		２０１６．１１．２５

		浪江町 ナミエマチ		17.5						28.2		52.6		1.7		100		２０１６．１１．２５		H27.9.9-

		葛尾村 カツラオムラ		43.4						21.0		28.3		7.3		100		２０１７．２．１４

		飯舘村 イイタテ ムラ		32.8						24		31.3		11.9		100		２０１６．２．１９



				(※)　同市町村内に住んでいる（戻られている）方を含む。 ドウ シチョウソン ナイ ス モド カタ フク



いずれ戻りたい	48.7(※)

61.0(※)

16.0(※)

46.0(※)

43.4(※)



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	48.7	61	43.9	16	16	46	11.4	13.4	17.5	43.4	32.799999999999997	条件が整えば戻りたい	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	34.700000000000003	二地域居住	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	判断がつかない	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	36.5	13.9	13.6	22.7	25.4	22.2	17.3	22.9	28.2	21	24	戻らない	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	8.8000000000000007	15.7	31.1	25.9	57.6	25.4	63.5	62.3	52.6	28.3	31.3	無回答	1.1



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	6.1	9.3000000000000007	11.4	0.6	1	6.3	7.8	1.4	1.7	7.3	11.9	







H28.11.28

		資料編更新（2015.3.11） シリョウヘン コウシン

				戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断がつかない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		田村市 タムラシ		48.7						36.5		8.8		6.1				２０１５,１２,４		H27.10.2-		都路地区 ミヤコジ チク

		南相馬市 ミナミソウマ シ		29.3						44.0		26.1		0.6				２０１３.１１．１

		川俣町 カワマタマチ		44.2						16.4		24.9		14.6		100.1		２０１５,１２,４		H27.10.2-		山木屋地区 ヤマキ ヤ チク

		楢葉町 ナラハマチ		16.0		34.7				22.7		25.9		0.6		99.9

		富岡町 トミオカマチ		16.0						25.4		57.6		1.0		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-		100.0

		川内村 カワウチムラ		42.7						33.1		21.2		3.1

		大熊町 オオクママチ		11.4						17.3		63.5		7.8		100		２０１５．１０．２７		H27.8.3-

		双葉町 フタバマチ		13.4						22.9		62.3		1.4		100

		浪江町 ナミエマチ		17.5						28.2		52.6		1.7		100				H27.9.9-

		葛尾村 カツラオムラ		25.6						45.0		23.9		5.5		100		２０１３．１１．１

		飯舘村 イイタテ ムラ		32.8						24		31.3		11.9		100





戻りたい	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	48.7	29.3	44.2	16	16	42.7	11.4	13.4	17.5	25.6	32.799999999999997	条件が整えば戻りたい	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	34.700000000000003	二地域居住	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	判断がつかない	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	36.5	44	16.399999999999999	22.7	25.4	33.1	17.3	22.9	28.2	45	24	戻らない	

田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	8.8000000000000007	26.1	24.9	25.9	57.6	21.2	63.5	62.3	52.6	23.9	31.3	無回答	1.1



田村市	南相馬市	川俣町	楢葉町	富岡町	川内村	大熊町	双葉町	浪江町	葛尾村	飯舘村	6.1	0.6	14.6	0.6	1	3.1	7.8	1.4	1.7	5.5	11.9	







H26.12.4

		資料編更新（2014.12.4） シリョウヘン コウシン

				戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断がつかない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		田村市 タムラシ		62.1						28.0		7.8		2.1				２０１４．１１．２８

		川俣町 カワマタマチ		35.4						33.9		23.3		7.4		100		２０１４．２．２８

		南相馬 ミナミソウマ		29.3						44.0		26.1		0.6				２０１３.１１．１

		飯舘村 イイタテ ムラ		21.3						36.1		30.8		11.9		100.1		２０１４．１．３１

		楢葉町 ナラハマチ		9.6		36.1				30.5		22.9		0.8		99.9		２０１４．１１．２８

		葛尾村 カツラオムラ		25.6						45.0		23.9		5.5		100		２０１３．１１．１

		富岡町 トミオカマチ		11.9						30.7		49.4		8.0		100		２０１４．１０．１７

		大熊町 オオクママチ		13.3						25.9		57.9		2.9		100		２０１４．１１．１４

		双葉町 フタバマチ		12.3						27.9		55.7		4.1		100		２０１４．１１．１４

		浪江町 ナミエマチ		17.6						24.6		48.4		9.5		100.1		２０１４．１０．１７



戻りたい	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	62.1	35.4	29.3	21.3	9.6	25.6	11.9	13.3	12.3	17.600000000000001	条件が整えば戻りたい	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	36.1	二地域居住	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	判断がつかない	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	28	33.9	44	36.1	30.5	45	30.7	25.9	27.9	24.6	戻らない	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	7.8	23.3	26.1	30.8	22.9	23.9	49.4	57.9	55.7	48.4	無回答	

田村市	川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	2.1	7.4	0.6	11.9	0.8	5.5	8	2.9	4.0999999999999996	9.5	







H26.10.27

		資料編更新（2014.10.27） シリョウヘン コウシン

				戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断できない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		川俣町 カワマタマチ		35.4						33.9		23.3		7.4		100		２０１４．２．２８

		南相馬 ミナミソウマ		29.3						44.0		26.1		0.6				２０１３.１１．１

		飯舘村 イイタテ ムラ		21.3						36.1		30.8		11.9		100.1		２０１４．１．３１

		楢葉町 ナラハマチ		8.0		32.2				34.7		24.2		0.9		100		２０１４．２．２８

		葛尾村 カツラオムラ		25.6						45.0		23.9		5.5		100		２０１３．１１．１

		富岡町 トミオカマチ		11.9						30.7		49.4		8.0		100		２０１４．１０．１７

		大熊町 オオクママチ		8.6						19.8		67.1		4.5		100		２０１３．１２．６

		双葉町 フタバマチ		10.3						17.4		64.7		7.6		100		２０１３．１２．６

		浪江町 ナミエマチ		17.6						24.6		48.4		9.5		100.1		２０１４．１０．１７



戻りたい	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	35.4	29.3	21.3	8	25.6	11.9	8.6	10.3	17.600000000000001	条件が整えば戻りたい	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	32.200000000000003	二地域居住	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	判断できない	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	33.9	44	36.1	34.700000000000003	45	30.7	19.8	17.399999999999999	24.6	戻らない	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	23.3	26.1	30.8	24.2	23.9	49.4	67.099999999999994	64.7	48.4	無回答	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	7.4	0.6	11.9	0.9	5.5	8	4.5	7.6	9.5	







H26.3.13

		資料編更新（2014.3.13） シリョウヘン コウシン

				戻りたい モド		条件が整えば戻りたい ジョウケン トトノ モド		二地域居住 ニ チイキ キョジュウ		判断できない ハンダン		戻らない モド		無回答 ムカイトウ		割合 ワリアイ		復興庁速報 フッコウ チョウ ソクホウ

		川俣町 カワマタマチ		35.4						33.9		23.3		7.4		100		２０１４．２．２８

		南相馬 ミナミソウマ		29.3						44.0		26.1		0.6				２０１３.１１．１

		飯舘村 イイタテ ムラ		21.3						36.1		30.8		11.9		100.1		２０１４．１．３１

		楢葉町 ナラハマチ		8.0		32.2				34.7		24.2		0.9		100		２０１４．２．２８

		葛尾村 カツラオムラ		25.6						45.0		23.9		5.5		100		２０１３．１１．１

		富岡町 トミオカマチ		12.0						35.3		46.2		6.5		100		２０１３．９．２７

		大熊町 オオクママチ		8.6						19.8		67.1		4.5		100		２０１３．１２．６

		双葉町 フタバマチ		10.3						17.4		64.7		7.6		100		２０１３．１２．６

		浪江町 ナミエマチ		18.8						37.5		37.5		6.2		100		２０１３．１０．４



戻りたい	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	35.4	29.3	21.3	8	25.6	12	8.6	10.3	18.8	条件が整えば戻りたい	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	32.200000000000003	二地域居住	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	判断できない	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	33.9	44	36.1	34.700000000000003	45	35.299999999999997	19.8	17.399999999999999	37.5	戻らない	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	23.3	26.1	30.8	24.2	23.9	46.2	67.099999999999994	64.7	37.5	無回答	

川俣町	南相馬	飯舘村	楢葉町	葛尾村	富岡町	大熊町	双葉町	浪江町	7.4	0.6	11.9	0.9	5.5	6.5	4.5	7.6	6.2	
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				世帯数 セタイ スウ		人　口 ヒト クチ

								男性 ダンセイ		女性 ジョセイ
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住環境の再建

被災者の生活再建

現在、避難者や被災者の居住の安定を図るため、「復興公営住宅」の整備を進めています。
原子力災害に伴う避難者向けの復興公営住宅については、県が主体となり、全体で4,890戸を整

備する予定です。

避難者へのきめ細かな支援

避難者の生活再建支援帰還支援アプリ提供 避難者の見守り活動等

県内23の市町村社会福祉協議会等に生活支援

相談員等267人を配置しています。(H29.11.1現在)

全国26ヵ所に「生活再建支援拠点」を設置していま

す。県外へ避難されている方々が避難先の身近な地

域で帰還や生活再建に向けた情報収集や相談がで

きます。

避難者の見守りや孤立
の防止に加え、生活再建

や放射線等を含めた健康

に対する不安軽減のため

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝにも対応し

ています。

対面や電話での個別相談、

交流会の開催を通して、今後

の生活再建に向けた情報提

供を行っていきます。

【平成29年11月末現在】◆被災者の住環境

◆復興公営住宅等の整備状況

応急仮設住宅管理状況 14,059戸 （このうち入居戸数は2,600戸）

借上住宅支援状況 5,536戸 （一般140戸、特例5,396戸）※数値は県内の状況のみ

住宅再建状況 23,864戸 （進捗率69.2%）
※被災者生活再建支援制度における加算支援金申請件数23,864件/基礎支援金申請件数34,499件

区 分 整備予定 対象者 完成戸数

地震・津波被災者向け
11市町村 2.807戸
(平成29年度完成)

・地震・津波により住宅に被害を受けた住民
2,807戸
（100％）

原発避難者向け 県主体 4.890戸
・避難指示区域の住民（一部の団地について
は解除区域を含む）

4,086戸
（83.6％）

帰還者向け① 5町村 319戸 ・避難指示区域の住民（解除区域を含む）
153戸
（48％）

帰還者・新規転入者向け② 3市町村 107戸
・避難指示区域の住民（解除区域を含む）
・自主避難者 ・新規転入者

92戸
（86％）

子育て世帯向け③ 1市 20戸 ・18歳未満の子育て世帯（自主避難者含む）
20戸

（100％）

【市町村別進捗内訳】
原発避難者向けの住宅募集保留（地区未定）：51戸

【平成29年11月末現在】

小中学校が6年ぶりに再開
原子力災害の影響により、南相馬市小高区は同市鹿島区

で、楢葉町はいわき市で小中学校の運営を余儀なくされていま
したが、今年度、6年ぶりに地元に戻って学校再開を果たしまし
た。来春には、5町村（川
俣町山木屋地区、富岡町、
浪江町、葛尾村、飯舘村）
が地元での学校再開を目
指しています。引き続き、
県と市町村、国とが一体と
なり、魅力ある学校づくりを
進めていきます。

応急仮設住宅の供給と新たな支援

川俣町・飯舘村復興拠点
商業施設オープン

川俣町山木屋地区と飯舘村に
復興拠点商業施設がオープンし
ました。この施設は、帰還された
方々の生活支援を目的とし、日
用品や食品などを扱う小売店、
食堂が備えなれています。「とん
やの郷」には情報発信コーナー、
多目的広場が、「までい舘」には
花卉の栽培、展示、販売などが
行われ、いずれの施設も住民の
憩いの場となっております。

◆全域 ： 富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村及び飯舘村

◆一部区域 ： 南相馬市（小高区など）、川俣町（山木屋地区）及

び川内村（下川内字貝ノ坂、萩の地区）

避難指示区域以外からの避難者への供与は、平成29年3月31日

で終了しました。 避難の継続が必要な世帯に対しては、生活再建

に向けた支援として民間賃貸住宅等の家賃等補助の申請受付を

平成28年10月3日より開始しました。 なお、当補助金については

「民賃等補助金事務センター」で受付を行っています。

避難指示区域等からの避難者への供与期間を平成31年3月
31日まで延長します。

被災者の安全を守る警察活動

震災以降、全国から多くの警察官（ウルトラ警察隊）の応援
を受け、被災地のパトロールや仮設住宅・復興公営住宅等へ
の巡回連絡、国・自治体・復興関連事業者・民間ボランティアと
連携した防犯・交通事故防止対策等、避難者・帰還者の安全
を守るための活動を続けています。

平成29年9月20日には帰還困難区域の国道114号が自由通
行化となり、治安情勢の変化が見込まれることから、警戒警ら
の強化、検問の実施等により、加速する復旧・復興に着実に対
応できるよう引き続き治安面から力強く支えていきます。

オープン H29.7.1
川俣町山木屋地区

「とんやの郷」

オープン H29.8.12
「いいたて村の

道の駅までい館」

避難元や近隣市町村での帰
還の判断に必要な情報発信
を行っています。

今回、県外で開催される避難
者向けイベント情報が受信で
きるようになりました。「Ｇｏｏｇ
ｌｅ Ｐｌａｙ」、「Ａｐｐ Ｓｔｏｒｅ」で
「帰還支援アプリ」と検索して
下さい。

国道114号自由通行に伴う出動式の様子 【左：川俣町】 出動の様子【右：浪江町】

小高区4小学校
合同運動会の様子

福島第
一原発

120戸完成 / 120戸

川俣町

22戸完成 / 22戸

桑折町

64戸完成 / 64戸
飯舘村

② 0戸完成 / 15戸

415戸完成 / 475戸

福島市

③ 20戸完成 / 20戸
①16戸完成 / 26戸

11完成 / 11戸

葛尾村

350戸完成 / 350戸

南相馬市

927戸完成 / 927戸

新地町

129戸完成 / 129戸

相馬市

398戸完成 / 398戸

浪江町

②80戸完成 / 80戸

①22戸完成/111戸

富岡町

141戸完成/141戸

楢葉町

① 0戸完成 / 17戸

62戸完成 / 62戸

広野町

58戸完成 / 58戸

1,513戸完成/1,513戸

いわき市

1,051戸完成/1,744戸18戸完成/18戸

田村市

②12戸完成/12戸16戸完成/16戸

白河市

40戸完成/40戸

矢吹町

52戸完成/52戸

鏡石町

24戸完成/24戸

須賀川市

100戸完成/100戸

三春町

198戸完成/198戸

郡山市

570戸完成/570戸

会津若松市

134戸完成/134戸

本宮市

61戸完成/61戸

大玉村

59戸完成/59戸

二本松市

346戸完成/346戸

川内村

25戸完成 /25戸

104戸完成 / 154戸



環境回復

◆福島県環境放射線モニタリング・メッシュ調査結果等に基づく福島県全域の空間線量率マップ

県内の空間放射線量は、平成23年4月時点に比べ、大幅に減少しています。

国が実施する11市町村の面的除染は、平成29年3月末までに終了し、市町村が実施する36市町村の面
的除染も同月までに概ね終了しました。

※計画数については、今後の精査により変更されることがあります。

市町村除染地域における除染実施状況

◆放射線量の推移
単位：μSv/h

(マイクロシーベルト/毎時）福島市 会津若松市 いわき市

震災前の
平常時

0.04
0.04

～0.05
0.05

～0.06

平成23年4月 2.74 0.24 0.66

9月 1.04 0.13 0.18

平成24年3月 0.63 0.10 0.17

9月 0.69 0.10 0.10

平成25年3月 0.46 0.07 0.09

9月 0.33 0.07 0.09

平成29年12月 0.15 0.04 0.06
【出典】福島県災害対策本部（暫定値）

●

●

●

●

●

●

●

http://
fukushima-radioactivity.jp/

※2017.12.14現在

福島
第１原発

※帰還困難区域で実施した走行サーベイ
（平成28年5月21日～5月24日実施）の測定結果を追加

【出典】海外の放射線量については日本政府観光局

2.74

0.15
0

1

2

3

H23
4月 9月

H24
9月

H25
9月

H26
9月

H27
9月

H29
12月

[μSv/h]

（震災前の平常時0.04μSv/h）

福島県内の空間放射線量の推移

【世界との比較】

◆計画数に対する除染進捗状況【平成29年10月末時点】

【参考】 住宅除染の進捗数（累計）の推移（戸）
◆国と市町村の除染区域

国が除染 【除染特別地域】

市町村等が除染
【汚染状況重点調査地域】

国が除染実施計画を策定し
除染を進める地域

市町村が除染実施計画を策定し
除染を進める地域

＜11市町村＞

＜36市町村＞

【住宅 （戸） 】 【公共施設等 （施設数） 】 【 道 路 （km） 】

(99.9%)

平成29年4月20日～7月5日平成23年4月12日～16日

418,579

418,582

418,582

0 250,000 500,000

進捗数

発注数

計画数

(100.0%)

(99.9%) 11,627

11,653

11,653

0 5,000 10,000

進捗数

発注数

計画数

(100.0%)

(99.8%) 17,701

18,785

18,785

0 10,000 20,000

進捗数

発注数

計画数

(100.0%)

(94.2%)

※帰還困難区域で実施した走行サーベイ
（平成29年4月25、26、28日及び5月9、15日
に実施）の測定結果を追加

【参考】住宅除染の進捗数（累計）の推移

住宅などの除染は
概ね終了しました。
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H23
4月	
9月	H24
9月	H25
9月	H26
9月	H27
9月	H29
12月	2.74	1.04	0.69	0.33	0.25	0.2	0.15	



[μSv/h]

（震災前の平常時 0.04μSv/h）



県内空間放射線量推移

				毎月1日0時データ マイツキ ニチ ジ

						福島市 フクシマシ		会津若松市 アイヅ ワカマツ シ		いわき市 シ

				震災前の
平常時 シンサイ マエ ヘイジョウジ		0.04		0.04
～0.05		0.05
～0.06

				平成23年4月 ヘイセイ ネン ガツ		2.74		0.24		0.66

				9月 ツキ		1.04		0.13		0.18

				平成24年3月 ヘイセイ ネン ガツ		0.63		0.10		0.17

				9月 ツキ		0.69		0.10		0.10

				平成25年3月 ヘイセイ ネン ガツ		0.46		0.07		0.09

				9月 ツキ		0.33		0.07		0.09

				平成28年12月 ヘイセイ ネン ガツ		0.17		0.06		0.07

						μSv/h

				H23
4月 ツキ		2.74		H23

				
9月 ツキ		1.04		H23

				H24
9月 ツキ		0.69		H24

				H25
9月 ツキ		0.33		H25

				H26
9月 ツキ		0.25		H26

				H27
9月 ツキ		0.2		H27

				H29
12月 ツキ		0.15		H28







福島県環境創造センター

災害廃棄物等の処理・中間貯蔵施設

中間貯蔵施設

中間貯蔵施設への除去土壌等の搬入については、輸送が開始された平成27年3月から
平成29年9月末までに、累計で約43万3千㎥が輸送されており、対象52市町村のうち20市町
村の輸送が完了しました。平成29年度の輸送については、学校等の現場保管分を優先し
ながら、33市町村から、前年度の約3倍となる50万㎥程度を輸送する計画となっています。

施設整備については、平成28年11月に、初の本格施設である「受入・分別施設」と「土壌
貯蔵施設」の工事が大熊町、双葉町それぞれで着工となり、平成29年10月28日から貯蔵が
開始されました。

県では、引き続き安全・安心を確保するため、国、県、大熊町、双葉町と結んだ安全協定
に基づき、輸送や施設の状況確認等を行い、結果等について随時ホームページ等で公開
していきます。

◆除去土壌等の搬入と施設整備の状況

◆除染により発生した除去土壌等の保管状況

仮置場の状況

土壌貯蔵施設
イメージ図

搬入の様子

受入・分別施設の工事状況

保管状況 箇所数 保管量（㎥）

除染実施計画に基づく仮置場 862 4,143,708

その他の仮置場 24 939

現場保管
（住宅、事業所、学校の校庭等）

141,294 1,890,051

合 計 142,180 6,034,698

【平成29年6月末現在】

◆ＩＡＥＡとの連携 【ＩＡＥＡ（国際原子力機関）との間で協力プロジェクトを進めています】

・福島における除染
・分かりやすいマップ作成のための放射線モニタ

リング・データ活用上の支援など

・河川・湖沼における放射性物質対策
・野生生物における放射性核種の動態調査

など

猪苗代水環境センター
【猪苗代町】

環境放射線センター
【南相馬市】

猪苗代湖・裏磐梯湖沼群の調査研究
環境学習・普及啓発等

野生生物の調査研究、
環境学習・普及啓発等

原子力発電所周辺のモニタリング
常時監視

平成27年11月16日開所 平成28年4月15日開所

モニタリング、調査研究、情報収集・発信、教育・研修・交流

研究棟
本館

交流棟「コミュタン福島」

福島県提案プロジェクトＩＡＥＡ提案プロジェクト

ＩＡＥAとの連携 ＩＡＥA専門家による
現地調査

※県内52市町村の合計。

全域が除染特別地域である7町

村（楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、

浪江町、葛尾村､飯舘村）を除く。

※保管量は推計値

【出典】福島県除染対策課調べ

交流棟内部・展示スペース

全球型シアター
(環境創造シアター)

野生生物共生センター
【大玉村】 平成28年4月25日開所

環境創造センター（三春町）

福島の環境を早急に回復し県民の皆さんが将来

にわたって安心して暮らせる環境を創造するため、

きめ細かな環境モニタリングや調査研究、情報発信

を行っています。「コミュタン福島」（三春町）では子ど

もたちの環境や放射線についての学習を支援する

取組を進めています。

平成28年7月21日全施設開所

◆災害廃棄物の処理状況 【平成29年9月末現在】

◆汚染廃棄物の保管状況

浪江町仮設焼却炉
（単位：千トン）

【出典】福島県一般廃棄物課調べ

災害廃棄物処理の様子方 部 発生見込量 仮置場搬入量 処理・処分量

浜通り 2,944 3,404 2,836（96.3％)

中通り 1,056 1,062 1,056（100.1％)

会 津 19 19 19（100.0％)

合 計 4,019 4,485 3,911（ 97.3％)

【県中浄化センターでの焼却灰等の保管状況】

約75,700
約13,500

56,698

約237,500

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

1 2 3 4

【出典】福島県中間貯蔵施設等対策室調べ

H25.9.20     H29.10.20 H24.7.31     H29.9.30

下水汚泥等

焼却灰
（一般廃棄物）（単位：トン）

震災以降、一時汚泥の搬出が滞り、場内での保管量が増加しましたが、搬出先の確保と
汚泥の減容化に取り組んだ結果、減容化については、焼却処理が完了しました。引き続き、
国、市町村等関係機関と連携しながら、焼却灰等の搬出先の確保に取り組みます。



農地（営農再開
可能面積の割合）

農業経営体
（経営再開状況）

漁業経営体
（操業再開状況）

農地・農業用
施設等の復旧工事

①被害状況

4,725ha 17,200経営体 740経営体 2,240地区

津波被災農地の
復旧予定面積

東日本大震災による
被害のあった経営体

東日本大震災による
被害のあった経営体

復旧対象地区数

②復旧・
復興の状況

2,542ha 10,500経営体 476経営体 1,907地区 1,707地区

営農再開が
可能な農地面積

営農を再開した経営体
※一部再開含む

操業を再開した経営体
※試験操業含む

工事着手 工事完了

進捗率
（②/①*100）

53.8% 61.0% 64.3% 着手率85.1％ 完了率76.2％

集計年月 H29.4 H26.3 H28.12 H29.7

農林水産業施設等の復旧状況

公共インフラ等の復旧と整備

被災した公共土木施設の99％で復旧工事に着手しており、全体の91％が完了しています。
今後も津波被災地を中心に、復旧工事の早期完了と道路インフラ等の充実強化を図り、安全安心の確

保に努めていきます。 ※巻末に「参考」として進捗情報の詳細を掲載しています。

【H29年11月30日現在】

避難解除等区域の復興を周辺地域から強力に支援するため、平成30年代前半ま
での完成を目指して、浜通り（高速道、直轄国道等に囲まれるエリア）へ続く主要8路
線の整備などを進めています。

災害復旧工事の進捗及び復興に向けた道路等の交通網整備

相馬

広野

H29.3.26
開通

常磐
富岡

南相馬

浪江

①原町川俣線

②国道114号

④吉間田
滝根線

⑤小野
富岡線

⑦国道349号

⑥国道399号

相馬
山上

相馬
玉野

(仮)阿
武隈

(仮)
福島保
原線 (仮)

霊山

(仮)
Ｒ4号

福島
ＪＣＴ

福島
大笹生

新地

いわき
勿来

東
北
自
動
車
道

【下記道路： 主要⑧路線】

6

開通
未定

H31年度
開通予定

H32
年度
開通
予定

H32
年度
開通
予定

H29年度
開通予定

⑧小名浜道路

③国道288号

いわき
湯本

H31年度末
運転再開見込

H28.12.10
運転再開

至宮城県
浜吉田駅

広野駅

富岡駅

浪江駅

小高駅

原ノ町駅

竜田駅

H23.12.21
運転再開

H28.7.12
運転再開

H29.4.1
運転再開

H29.10.21
運転再開

H26.6.1
運転再開

磐越自動車道

いわき
ＪＣＴ

４

あぶくま高原道路

福島空港

相馬港

◆いわき中央IC～広野IC間
平成32年度末までの4車線化
を目指す

国では、いわき中央IC～広野IC間の4車線化に着手し、平成32
年度末までの概ね5年での完成を目指すこととしています。

NEXCO東日本は、渋滞緩和などのため広野IC～山元IC間に
6カ所の付加車線を設置する方針を示しました。

◆広野ＩＣ～山元ＩＣ間 6カ所（計13.5km）に付加車線を整備

常磐自動車道

ＪＲ常磐線

・（仮）ならはスマートIC
H30年度供用予定

・（仮）大熊IC
H30年度供用予定

・（仮）双葉IC
H31年度供用予定

・浪江-小高駅間 [運転再開] （H29.4.1）
・竜田-富岡駅間 [運転再開] （H29.10.21）
・富岡-浪江駅間 [運転再開見込]（H31年度末まで）

◆運行状況
平成29年11月現在

・富岡～浪江駅間1日22本
（1便のみ原ノ町駅まで）

※農地の被害状況面積は、被災面積5,462haから転用済みの面積を除いたもの。

東北中央自動車道

小名浜港

着工率

（％）

完了率

（％）

計 2,124 2,108 99% 1,945 91%

河川・砂防 272 271 99% 248 91% H31年度

海岸 157 156 99% 118 75% H31年度

道路・橋梁 798 795 99% 777 97% H30年度

港湾 331 331 100% 321 97% H29年度

漁港 469 458 97% 384 81% H30年度

下水 3 3 100% 3 100% 完了

公園・都市施設 5 5 100% 5 100% 完了

公営住宅 89 89 100% 89 100% 完了

公共土木施設等

災害復旧工事箇所

完了見通し

※帰還困難

区域を除く

査定決定数

（箇所数）

 着 工 件 数  完 了 件 数

◆工事箇所別進捗状況と地域別進捗状況

避難指示解除準備区域及び居住制限区域は、既に災害査定が終了しています。帰還困難区域

では、国が行う除染などと調整を図りながら進めていく予定です。

【参考】避難指示区域等の進捗状況

着工率 完了率

340 326 95% 234 68%

査定決定数

（箇所数）

着 工

件 数

完 了

件 数

施工中11％（163件） 未着工1％（16件）
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浜通り 1,564件

中通り 534件

会 津 26件 完了100％（26件）

完了100％（534件）

完了88％（1,385件）

※避難指示を解除した田村市、南相馬市、葛尾村、川内村、楢葉町、浪江町、川俣町、飯舘村、富岡町の区域を含む。

【福島～相馬間】（相馬福島道路）

南相馬市提供

市町村や交通事業者等と連携しな
がら広域交通の確保に取り組みます。

１： いわき～富岡線
２： 船引～葛尾線
３： 船引～川内線

避難地域における広域路線バス

◆平成29年4月から運行開始

旧避難指示区域の営農
再開は、担い手の確保、販
売先の確保など様々な課
題がありますが、ハード・ソ
フト施策を総合的かつ集中
的に投入し、農業の再生を
進めていきます。

平成28年7月に避難指示が解除された南相馬市小高
区では、県営ほ場整備事業飯崎地区において、被災地
域の農業再生に向け、約101haの農地整備、水路及び
道路等の整備を一体的に行っています。

平成29年度は、整備済みの農地12haにおいて、地域
の担い手によって大豆の作付けが行われました。

南相馬市小高区で
営農再開

常
磐
自
動
車
道

H32年度
4車線化予定

いわき
中央

【広野～
いわき中央】

(仮)福島
北ＪＣＴ

H28.9.11
開通

◆平成29年10月から運行開始
４： 川内～小野新町～上三坂線
５： 南相馬～医大経由福島線

米沢北

～～

至
山
形
県

米
沢
市

H29.11.4
開通

いわき
四倉

新地駅

相馬駅

ＪＲ常磐線

常磐自動車道

【福島～米沢間開通】


H28.6.30 

		公共土木施設等
災害復旧工事箇所		査定決定数
（箇所数） カショ スウ		 着 工 件 数				 完 了 件 数				完了見通し
※帰還困難区域を除く カンリョウ ミトオ キカン コンナン クイキ ノゾ

								着工率
（％）				完了率
（％）

		計 ケイ		2,124		2,108		99%		1,945		91%

		河川・砂防		272		271		99%		248		91%		H31年度 ネンド

		海岸		157		156		99%		118		75%		H31年度 ネンド

		道路・橋梁		798		795		99%		777		97%		H30年度 ネンド

		港湾		331		331		100%		321		97%		H29年度 ネンド

		漁港		469		458		97%		384		81%		H30年度 ネンド

		下水		3		3		100%		3		100%		完了 カンリョウ

		公園・都市施設		5		5		100%		5		100%		完了 カンリョウ

		公営住宅		89		89		100%		89		100%		完了 カンリョウ





				着工 チャッコウ		未着工 ミチャッコウ		完了 カンリョウ		施工中 セコウチュウ		未着工 ミチャッコウ		未着工 ミチャッコウ

		 会津		26		ERROR:#REF!		25		1		ERROR:#REF!		25

		 中通り		534		ERROR:#REF!		518		16		ERROR:#REF!		518

		 浜通り		1566		ERROR:#REF!		576		990		449		449



















































着工	576	990	449	完了	1566	0	着工	518	16	0	完了	534	0	着工	25	1	0	完了	26	0	

12月1日現在



				公共土木施設等
災害復旧工事箇所 コウキョウ ドボク シセツ トウ コウジ カショ				査定決定数
（箇所数） カショ スウ		 着 工 件 数				 完 了 件 数				完了
見通し
※帰還困難区域を除く カンリョウ ミトオ キカン コンナン クイキ ノゾ

												着工率
（％）				完了率
（％）				着工率（％）		完了率（％）

		　		　計 ケイ				2,133		2,011		94%		1,679		79%				94.3		78.7

						河川・砂防		271		263		97%		230		85%		H31年度 ネンド		97.0		84.9

						海岸		156		148		95%		44		28%		H31年度 ネンド		94.9		28.2

						道路・橋梁		798		754		94%		727		91%		H30年度 ネンド		94.5		91.1

						港湾		331		315		95%		286		86%		H29年度 ネンド		95.2		86.4

						漁港		480		434		90%		295		61%		H30年度 ネンド		90.4		61.5

						下水		3		3		100%		3		100%		完了 カンリョウ		100.0		100.0

						公園・都市施設		5		5		100%		5		100%		完了 カンリョウ		100.0		100.0

						公営住宅		89		89		100%		89		100%		完了 カンリョウ		100.0		100.0





								着工 チャッコウ		未着工 ミチャッコウ		完了 カンリョウ		施工中 セコウチュウ		未着工 ミチャッコウ		未着工 ミチャッコウ		査定決定数

						 会津		26		0		25		1		0		25		26

						 中通り		528		14		518		10		14		518		542

						 浜通り		1073		449		576		497		449		449		1522



















































着工	576	497	449	完了	1073	449	着工	518	10	14	完了	528	14	着工	25	1	0	完了	26	0	

11月1日現在 (英訳版)



				Construction site of public works facilities for restoration from the disaster				Number of sites to be assesses(sites intended for restoration work)		Number of sites for construction				Number of completion

												Rate of construction（％）				Rate of completion（％）		着工率（％）		完了率（％）

		　		  Total				2,090		1,627		78％ 
■■■■■■■■□□		1,119		54％ 
■■■■■□□□□□		77.8		53.5

						River and sand erosion control		277		210		76％ 
■■■■■■■■□□		138		50％ 
■■■■■□□□□□		75.8		49.8

						Coast		152		76		50％ 
■■■■■□□□□□		21		14％ 
■□□□□□□□□□		50.0		13.8

						Road snd bridge		752		650		86％ 
■■■■■■■■■□		605		80％
■■■■■■■■□□		86.4		80.5

						Port and harbors		335		276		82％
 ■■■■■■■■□□		191		57％ 
■■■■■■□□□□		82.4		57.0

						Fishing port		477		318		67％
 ■■■■■■□□□□		71		15％ 
■■□□□□□□□□		66.7		14.9

						Sewage		3		3		100.0％ 
■■■■■■■■■■		3		100.0％ 
■■■■■■■■■■		100.0		100.0

						Park and urban facility		5		5		100.0％ 
■■■■■■■■■■		5		100.0％ 
■■■■■■■■■■		100.0		100.0

						Public housing		89		89		100.0％ 
■■■■■■■■■■		85		96％ 
■■■■■■■■■□		100.0		95.5





								着工 チャッコウ		未着工 ミチャッコウ		完了 カンリョウ		施工中 セコウチュウ		未着工 ミチャッコウ		査定決定数

						 会津		26		0		25		1		0		26

						 中通り		528		14		518		10		14		542

						 浜通り		1073		449		576		497		449		1522



















































着工	576	497	449	完了	1073	449	着工	518	10	14	完了	528	14	着工	25	1	0	完了	26	0	

11月1日現在



				公共土木施設等災害復旧
工事箇所 コウキョウ ドボク シセツ トウ コウジ カショ				査定決定数
(工事箇所数) コウジ カショ スウ		 着 工 件 数				 完 了 件 数

												着工率（％）				完了率（％）		着工率（％）		完了率（％）

		　		　計 ケイ				2,090		1,627		78％ 
■■■■■■■■□□		1,119		54％ 
■■■■■□□□□□		77.8		53.5

						河川・砂防（箇所数）		277		210		76％ 
■■■■■■■■□□		138		50％ 
■■■■■□□□□□		75.8		49.8

						海岸（箇所数）		152		76		50％ 
■■■■■□□□□□		21		14％ 
■□□□□□□□□□		50.0		13.8

						道路・橋梁（箇所数）		752		650		86％ 
■■■■■■■■■□		605		80％
■■■■■■■■□□		86.4		80.5

						港湾（箇所数）		335		276		82％
 ■■■■■■■■□□		191		57％ 
■■■■■■□□□□		82.4		57.0

						漁港（箇所数）		477		318		67％
 ■■■■■■□□□□		71		15％ 
■■□□□□□□□□		66.7		14.9

						下水（箇所数）		3		3		100.0％ 
■■■■■■■■■■		3		100.0％ 
■■■■■■■■■■		100.0		100.0

						公園・都市施設（箇所数）		5		5		100.0％ 
■■■■■■■■■■		5		100.0％ 
■■■■■■■■■■		100.0		100.0

						公営住宅（箇所数）		89		89		100.0％ 
■■■■■■■■■■		85		96％ 
■■■■■■■■■□		100.0		95.5





								着工 チャッコウ		未着工 ミチャッコウ		完了 カンリョウ		施工中 セコウチュウ		未着工 ミチャッコウ		査定決定数

						 会津		26		0		25		1		0		26

						 中通り		528		14		518		10		14		542

						 浜通り		1073		449		576		497		449		1522



















































着工	576	497	449	完了	1073	449	着工	518	10	14	完了	528	14	着工	25	1	0	完了	26	0	
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		査定決定数
（箇所数） サテイ ケッテイ スウ カショ スウ		着 工
件 数 キ タクミ ケン スウ				完 了
件 数 カン リョウ ケン スウ

						着工率 チャッコウ リツ				完了率 カンリョウ リツ

		340		326		95%		234		68%







０

県民の健康

県民健康調査

自記式質問票回答率 約27.6％ （H29.6月末現在）
（回答者数566,773人/対象者2,055,258人）

【外部被ばく線量推計結果】
全県分：0～2ミリシーベルト未満の割合 93.8%

※原発事故発生直後から7/11までの4か月間の外部被ばく線量を推計

平成23年3月11日時点での県内居住者（2,055,258人）を対象

甲状腺検査の様子

c

放射線医学に係る最先端の研究・診療拠点整備

◆基本調査【被ばく線量の推計】

【参考】福島県外3県における
甲状腺有所見率調査結果

◆対象地域

青森県弘前市、 山梨県甲府市

長崎県長崎市の3ヶ所

A1 ： 1,853人(42.5%)

A2 ： 2,468人(56.5%)

B  ： 44人( 1.0%)

C  ： 0人(  0.0%)

3～18歳の者
4,365人

【調査対象者】 【調査結果】

震災時に概ね18歳以下等の約38万人を対象◆甲状腺検査

【出典】環境省報道発表資料

先行検査

本格検査

平成23～25年度

平成26年度～
先行検査と比較するための2回目の検査。平成24年4月1日までに生まれた
方まで対象者を拡大して実施する。対象者が20歳を超えるまでは2年ごと、
それ以降は25歳、30歳の5年ごとの節目に検査を継続。

震災時18歳以下の子どもを対象とした現状確認のための検査。
受診者数 約30万人

◆ホールボディカウンターによる内部被ばく検査

判定区分 判定内容
先行検査 本格検査 本格検査2回目

人数（人）
割合
（％）

人数（人）
割合
（％）

人数（人）
割合
（％）

Ａ判定
Ａ1 結節や嚢(のう)胞なし 154,605

99.2
108,710

99.2
43,388

99.4
Ａ2 5.0mm以下結節や20.0mm以下の嚢(のう)胞 143,574 159,578 79,715

Ｂ判定 5.1mm以上結節や20.1mm以上の嚢(のう)胞 2,293 0.8 2,227 0.8 754 0.6

Ｃ判定 直ちに二次検査を要するもの 1 0.0 0 0.0 0 0.0 

検査結果

・ B、C判定は二次検査を実施。（先行・本格検査共通）

・ A2判定の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要する
と判断した方については、B判定としている。（先行・本格検査共通）

・二次検査で、悪性ないし悪性疑い116人。

（手術実施102人：良性結節1人、甲状腺がん101人）

・平成26、27年度の2年間で実施。
・二次検査（1,788人結果確定）で、
悪性ないし悪性疑い71人。

（手術実施50人・甲状腺がん50人）

・平成28、29年度の2年間で
実施。

・二次検査（367人結果確定）
で、悪性ないし悪性疑い7
人。

(手術実施3人・甲状腺がん3人)

先
行
検
査

本
格
検
査

本
格
検
査

2
回
目

結果詳細

ふくしま国際医療科学センター

福島市 県立医科大学

７つの機能 将来にわたり県民の健康を守るため、放射線医学に係る最先端の研究・診療拠点を整備。

福島市 県立医科大学

ふくしま国際医療科学センター

⑤医療－産業トランスレーショナルリサーチセンター（TRセンター）
→ 治療薬・診断薬等の開発支援と産学官共同研究
⑥甲状腺・内分泌センター
→ 甲状腺・内分泌系疾患の治療の総合窓口
⑦健康増進センター
→ 県や市町村が行う健康増進事業を科学的に支援

H28.12
グランドオープン

①放射線医学県民健康管理センター
→ 県民健康調査の実施
②先端臨床研究センター
→ PET/MRI等の最先端医療機器による画像診断
③先端診療部門
→ 先端医療技術・機器を活用した各疾病の早期診断及び早期治療

④教育・人材育成部門
→ 各センターや災害医療、地域医療等を支える人材育成

【平成29年6月末現在】

県民の心身の健康を見守り、将来にわたる県民の健康の維持、増進を図ることを目的とした「県民
健康調査」に取り組み、県民の被ばく線量の推計や甲状腺検査などを実施しています。

０

県実施分の累計検査人数 329,910人【平成23年6月～平成29年12月】

◆ホールボディカウンターによる内部被ばく検査

18歳以下の県民の
医療費無料化

子どもの健康を守り、県内
で安心して子どもを生み、育
てやすい環境づくりを進める
ため、子育ての支援策とし
て、医療費助成の年齢拡大
を行い、平成24年10月から18
歳以下の県民の医療費無料
化を実施しています。

内部被ばく検査の様子

【 検査結果(県) 】
平成24年3月以降の検査結果はすべて1mSv未満です。

全員健康に影響が及ぶ数値ではありませんでした。

1ミリ
シーベルト未満

1ミリ
シーベルト

2ミリ
シーベルト

3ミリ
シーベルト

329,884人 14人 10人 2人
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